
英 語 科

高校入試 英語



英語の授業について

“Project in English”

ネイティブ教員と日本人教員とのTT

プロジェクト型授業⇒アウトプット中心

＊中学 週1時間×3年間

＊高校 週2時間×3年間

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ネイティブ教員主導　調べ学習　英語で発表。　この“アウトプット”の機会を増やす。ネイティブ教員　英国出身専任教員　6年間分のカリキュラムを作成　入学後、英語の特別クラスをもうけるなどの帰国生のみを対象とする教育プログラムはない。本校では英語ができるかどうかではなく、海外での本物に触れてきたみなさんの経験そのものを尊重。



１．帰国生入試 問題作成にあたり

推薦/一般入試との比較

◎求める力（推薦/一般入試）

・中学学習範囲の文法、語い、表現力

・わからない単語があっても文章を

読みすすめていく力

帰国生入試では・・・

・まとまった英文を書く力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
推薦も一般も、あくまでも語彙・文法レベルは中学学習範囲を逸脱しないものを心がけて作っている。しかし一般入試に関しては、60分の時間の中ですべての問題を解くにはかなりの速読力が要求される。難しい文を読むより、簡単な文をいかに早く、要旨をつかめるか、のトレーニングが必要。英文を読む際に、一文とりあえず目を通した後で、もう一回読んで理解しようとする。→これで倍の時間がかかってしまう。戻り読みをしない訓練を



2.帰国生入試 配点・時間について

◎ 配点

・文法/語い/読解/リスニング ７割程度

・エッセイ 3割程度

◎ 試験時間 ６０分

・開始30分後にリスニング開始（約10分）

・残り20分 エッセイ

（文法/語い/読解問題に戻っても可）



３.帰国生入試 出題について

・出題形式 今までの推薦入試の形式

それにエッセイ、リスニングが加わる

⇒サンプル問題参照

＊リスニングとの融合問題

・難易度 一概に比較はできないが、

英検2級程度の

文法、語いレベルが必要



エッセイの構成（一般的なもの）を
理解した上で100語程度で書く

＊エッセイの一般的な構成（例）
第１段落 主張・意見
第２段落 1つ目の理由

その理由の具体例
第３段落 ２つ目の理由

その理由の具体例
第４段落 結論・まとめ

（第１段落の念押し・言いかえ）

４.帰国生入試 エッセイについて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
型を守ることが点に結びつきやすい。
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